
 

 

 

２０２６年８月４日 

損害保険ジャパン株式会社 

 

【業界初】船舶サイバー保険の新補償の提供開始 

 

損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：石川 耕治、以下「損保ジャパン」）は、船舶の安全

運航を脅かすサイバー攻撃の一種である電波干渉によって船舶の運航が不可能になった際の経済的損

失に備える補償を新設し、２０２６年８月から提供を開始します。２０２５年１１月に販売開始した

船舶サイバー保険シリーズの第二弾となります。 

 

１．背景 

近年、船舶の航行に不可欠な衛星測位システム等に対する電波干渉が世界的に増加しています。GPS

等の重要な航行機器が正常に作動しないことにより、船舶が衝突・座礁といった物理的な損害を負わ

なくても船舶の運航が停止するリスクが高まっています。 

 

２．新補償の概要 

この新たな脅威に対応するため、船舶の衛星測位システム等が電波干渉を受けた結果、本船が入港

禁止・拘留・出港延期処分等を受けた場合の経済損失（逸失利益）に対する補償を開発しました。本

補償の付帯にあたり、一般財団法人日本海事協会（以下「ClassNK」）が開発した船員向け教育プログ

ラム「ClassNK Academy / 海事サイバーセキュリティ 船上基礎コース –船員向け–」※１を受講いただ

き、リスクの低減と経済的な備えを両立させます。 

※１ サイバー攻撃の定義、サイバー攻撃への基本的な対策、デバイス・外部記憶媒体の安全な利用方法等を学習で

きる E ラーニングプログラム。 海事サイバーセキュリティ 船上基礎コース –船員向け– 

 

３．既存の船舶サイバー保険との関係 

損保ジャパンでは、２０２５年１１月に船舶サイバー保険の提供を開始※２しており、サイバー攻撃に

よる物理的な損害が発生した場合の船体損傷や賠償責任等を補償しています。このたび、電波干渉によ

る物理的な損害が発生していない場合でも、システム障害等で運航停止に至った際の「経済損失」への

補償を行うことで、サイバーリスクに対するさらなる包括的な備えを提供します。 

※２「船舶サイバー保険」の販売を開始 

 

４．今後について 

損保ジャパンは船舶のサイバーセキュリティ強化が海運事業の健全性向上につながると考えており、

さらなる保険商品・サービス開発を進めていきます。今後は国内外の船舶運航事業者への導入拡大を見

据え、これまでに蓄積してきた成果や知見を生かしながら、ソリューションの社会実装を進めていくこ

とで「“安心・安全・健康”であふれる未来へ」というＳＯＭＰＯのパーパスの実現に向け取り組んで

まいります。 

以上 

 

https://academy.classnk.or.jp/products/detail/667
https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2025/20251023_1.pdf

